
2018年度の予算のお知らせ
健康保険組合を取り巻く環境は、少子高齢化の進展、診療報酬の見直しによる医療費増大、高齢者医療制度

等の関係制度の改編によって年々支出は増加し健康保険組合の運営は至難を極め、全国の健保組合の7割が赤字

運営となっています。

富士ソフト健康保険組合は新入社員の増加と前期高齢者医療費が低く抑えられたことによって、ここ数年、

別途積立金が増加してまいりましたので、被保険者の皆様への還元として健康保険料率を引き下げます。

健康保険収入額は5,100百万円、支出額4,297百万円で収支が803百万円の黒字予算となります。

介護保険につきましては総報酬割負担の段階的移行により、介護保険料率を引き上げます。

2.健康保険予算の概要 予算額 5,100百万円

3.介護保険予算の概要 予算額 467百万円

◎予算算定基礎数値

40～64歳の被保険者から介護保険料を徴収し、介

護納付金として国へ収めています。

国指定の1人当たり負担金の増加および「人数割負

担」から「総報酬割負担」への段階的移行によって

介護納付金が前年度より29百万円増加します。その

ため、料率を1.5％から1.6％へ改定いたします。

(単位：百万円)

(単位：百万円)

若い社員の大幅な増加等により、保険料収入が増加、

一方支出は、前期高齢者の医療費が低く抑えられたこ

とにより、支援金が減り、黒字の予算編成です。

◎予算算定基礎数値

1.保険料率の改定

①健康保険料率 9.2％から8.8％
（2018年4月給与天引き分から）

被保険者（社員）の負担割合が4.6％から4.2％に下がります。

※今後、3年間は8.8％を維持する予定ですが、その後は段階

的に料率を上げることを検討します。

健康保険料率9.2 8.8％ 介護保険料率1.5 1.6％
※40～64歳被保険者対象

②介護保険料率 1.5％から1.6％（40～64歳被保険者対象）

（2018年4月給与天引き分から）

保険料率については事業主（会社）と折半です。

※高齢化の進展などにより、介護納付金は更に増えていくことが見込

まれます。毎年その水準に見合った保険料率設定をします。

※ 保険料率の改定の詳細はコチラ



<健康保険> <介護保険>

当組合の財産は、預貯金で保有しています。

これらは、急な災害や病気の発生による医療費等の高騰への備えで、当組合は健全な運営とされる財

産を確保しています。

4.今年度の事業について

5.財産状況(2018年2月末現在)

今年度は、データヘルス計画（第２期:2018年～2023年）、特定健康診査等実施計画（第３期:2018年～2023年）

の1年目となります。主な取り組みとして以下を実施します。

《継続事業》

・健康診断（一般健康診断、生活習慣病検診、人間ドック、婦人科検診）の実施（がん検診を含む）

※今年度は、脳検査（50歳以上対象）の健保補助がないためご注意ください。

・Pep Upによる情報提供（医療費のお知らせ、健康情報、健診結果等）

・後発医薬品の使用促進（ジェネリックシールの配布、Pep Upによるジェネリック差額通知）

・事業主（健康管理センター）と連携として特定保健指導の実施

・育児情報誌「赤ちゃんとママ」の配付

《保険給付適正化対策》

・被扶養者の検認（配偶者を除く23歳以上の方対象）

・柔道整復療養費の点検

ため、料率を1.5％から1.6％へ改定いたします。

(単位：百万円) (単位：百万円)

・被扶養者への特定健診受診率の向上策を実施

・要医療者への受診勧奨・糖尿病等の重症化予防の実施

・禁煙対策として事業所への喫煙状況に関する情報の提供を実施

・常備薬の斡旋

・「医療費のお知らせ」による確定申告の医療費控除申請への対応

・東振協の健診オプションの追加（自己負担あり）

・胃がんリスクABC検査をオプションとして追加可能

・胃バリウム検査を胃内視鏡検査（胃カメラ）に変更可能

2018年度の新規取り組み

ジェネリック医薬

品を使ってね！


